
『2020年甲子園高校野球交流試合』実施概要 

１. 目  的 第 92回選抜高等学校野球大会出場校の野球部員に甲子園球場での１試合を提供する 

２. 名  称 2020年甲子園高校野球交流試合 

３. 主  催 公益財団法人 日本高等学校野球連盟 

４. 後  援 朝日新聞社 毎日新聞社 

５. 特別協力 阪神甲子園球場  

６. 日  程 ８月 10日(月)～12日(水)・15日(土)～17日(月) ６日間 

        ※雨天順延（予備日）…８月 13日(木)、14日(金)、18日(火)、19日(水) 

７. 招 待 校 32校 （第 92回選抜高等学校野球大会出場校) 

       白樺学園(北海道)・帯広農(北海道)・鶴岡東(山形)・仙台育英(宮城)・磐城(福島) 

       ・桐生第一(群馬)・健大高崎(群馬)・花咲徳栄(埼玉)・山梨学院(山梨)・国士舘 

       (東京)・東海大相模(神奈川)・星稜(石川)・日本航空石川(石川)・加藤学園(静岡) 

       ・中京大中京(愛知)・県岐阜商(岐阜)・智辯学園(奈良)・天理(奈良)・智辯和歌山 

       (和歌山)・大阪桐蔭(大阪)・履正社(大阪)・明石商(兵庫)・倉敷商(岡山)・ 

       鳥取城北(鳥取)・広島新庄(広島)・平田(島根)・尽誠学園(香川)・明徳義塾(高知) 

       ・創成館(長崎)・明豊(大分)・大分商(大分)・鹿児島城西(鹿児島) 

８. 組み合わせ方法 

       ７月８日（水）に各校主将によるオンライン抽選会で決定する。 

９. 参加資格 2020年度大会参加資格に適合した選手とする。 

10. 試合方法 2020年度公認野球規則、アマチュア野球内規と高校野球特別規則を適用する｡ 

       試合は、招待校による対抗試合各１試合とする。ただし、９回同点の場合は､ 

       10回よりタイブレーク制を採用する。 

11. 選手の健康管理 

      (1) 校医の健康証明書を受けた選手でも、この交流試合に参加してから疾病、負傷、

その他の健康上の理由で主催者がその選手の出場を不適当と認めたときは､

出場を禁止する。 

        また、前記のような選手が多く出てチームの構成ができない場合、その他主催者

が不適当と認めた場合は、その試合を停止して相手チームに勝利を与える｡ 

      (2) 通常実施する大会前の関節機能検査は実施しないが、試合後担当医による検査

を実施することがある。 

      (3) 救護班と感染症対策 

        交流試合期間中、阪神甲子園球場における疾病・傷害に対し、主催者が救護班

を設置し、応急の手当てを行う。医師の判断で病院での治療が必要な場合は、

あらかじめ協力要請した医療機関に搬送する。なお、新型コロナウイルス感染

症対策については別に定める。 

12. 観  客 無観客を原則とする。 

13. 実行委員会 

       2020年甲子園高校野球交流試合の実施にあたっては、実行委員会で協議する｡ 

以 上 


